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中泊町の花に ｢菊 (種類を問わない)｣､ 木に ｢ヒバ｣､ 鳥に ｢ツバメ (イワツバメを含む)｣ が決

定しました｡

９月12日から30日までの間に､ 町民の皆様から応募いただいた､ 町の花436点､ 木437点､ 鳥437

点の中から第１回目の選定委員会で､ 一次候補として花は菊・ハマナス・ヒマワリ､ 木はヒバ・ブ

ルーベリー・松､ 鳥はツバメ・ウグイス・カモメのそれぞれ３点に絞り込みました｡

その後､ 11月10日から25日までに毎戸配布して実施したハガキ投票を集計した結果､ 菊､ ヒバ､

ツバメが最多得票となり､ 12月12日に開催された ｢町の花・木・鳥選定委員会｣ において選定され

ました｡ また､ 13日には12月議会開会中の町議会に報告されました｡

なお､ 採用された菊に応募した133名､ ヒバに応募した134名､ ツバメに応募した116名の中から

選定委員会の席上で厳正な抽選が行われ､ 各々５名に3,000円分の図書カードの贈呈が決まり､ 当

選者には直接送付されました｡
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�
菊 (種類を問わない)

３０３票
ハマナス

２６６票
ヒマワリ

２０４票

�
ヒバ

３７８票
ブルーベリー

２７２票
松 (黒松､ 赤松)

１２７票

�
ツバメ (イワツバメ含む)

３４９票
ウグイス

２１８票
カモメ

２０５票
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菊
(種類を問わない)

優雅にけがれなく咲き誇る菊は､ 古くから人びと
に親しまれてきた名花のひとつです｡ 可憐な花びら
が寄り添い､ ついには大輪となるその姿は､ 町民が
力を合わせて住み良いまちを築く姿をあらわし､ 爽
やかな香りは､ 美しいまちと未来への希望を象徴す
るがごとく気品に満ちあふれています｡ この花は､
発展途上にある中泊町の町民の誇りと願いにふさわ
しいものといえます｡
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ヒバ

青森ヒバは､ いにしえからその香りと美しい木肌
で､ 数多くの人々を魅了し続けている神秘に満ちた
樹木です｡ 厳しい風雪に耐え､ 150年から200年をか
けて力強く成長するその生命力は､ 時代を乗り越え
て成長する中泊町のイメージにふさわしいものとい
えます｡
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ツバメ
(イワツバメも含む)

ツバメは､ 春を告げる渡り鳥として親しまれ､ 巣
を作った家には福が訪れるといわれています｡ 青空
に颯爽と舞い､ スマートで躍動的なその姿は､ 未来
への飛躍が期待される中泊町のイメージにふさわし
いものといえます｡




